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KAKEHASHI プロジェクト（招へいプログラム）  

（対象国：米国,ユダヤ系米国人(ブナイブリス)）の記録 

 

１．プログラム概要 

「対日理解促進交流プログラム」の一環として、ユダヤ系米国人大学生 13名が来日し、

日本の政治、社会、歴史及び外交政策に関する理解促進や、日本の魅力等の積極的な発

信を目指し、平成 28年 3月 2日から 3月 8日までの 6泊 7日の日程でプログラムを実

施しました。 

 

２．参加国・人数 

米国  13名 

 

３．訪問地 

東京都、栃木県 

 

４．日程    

3 月 2日（水）  成田国際空港より入国 

3 月 3日（木）  来日時オリエンテーション 

【日本の外交政策に関する講義】外務省北米局 

【歴史的建造物視察】浅草視察 

東京都から栃木県へ移動 

3 月 4日（金）  【歴史的建造物視察】日光東照宮、【地域産業視察】トコトコ大田原 

【地方自治体表敬】大田原市役所 

【ホストファミリー対面式】、【ファームステイ】 

3 月 5日（土） 【ファームステイ】 

3 月 6日（日） 【ファームステイ歓送会】、【ワークショップ】 

        【日本文化体験】松尾芭蕉句碑巡りと俳句体験 

3 月 7日（月） 栃木県から東京都へ移動 

        在日ユダヤ人コミュニティとの懇談 

薗浦健太郎議員との懇談 

3 月 8日（火） 【講義】日イスラエル関係(外務省中東第一課) 

【報告会（訪日成果・帰国後活動計画発表）】 

成田国際空港より出国 
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５．KAKEHASHI プロジェクト記録写真  

米国、ユダヤ系米国人 訪日団第 1陣の記録 

 

 

3/3 【日本理解講義】（東京都） 
3/4【歴史的建造物視察】日光東照宮（日

光） 

  

3/6【ファームステイ歓送会】（大田原市） 
3/7 在日ユダヤ人コミュニティとの懇談

（東京都） 

  

3/8【講義】日イスラエル関係(外務省中東

第一課)（東京都） 

3/8【報告会（訪日成果・帰国後活動計画

発表）】(東京都) 
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４．参加者の感想   

 

◆ 米国 学生 

 「おもてなし」の心にまず感動しました。環境も良く、どこを訪れても、快適でまた安全でした。特

に気に入ったプログラムはホームステイです。理由は、国の自分の家族と日本の家庭を比較し、

とても共通点が多い事に気づき、同時に改めてその大切さを知ったと感じたからです。 

 

◆ 米国 学生 

 日本の外務省にて導入講義を受け、また質疑応答や意見交換を通じ、日米間の外交について、

また日米関係について、自分自身で考える非常に良い機会となりました。 

滞在期間中、日本人のおもてなしの心に感動し、一方利便性の高いインフラには驚きつつ、日本

経済についても非常に興味を持つ事ができました。これらのテーマについて、帰国後更に自身の

知識を構築し、是非より良好な日米関係に貢献できたらと考えています。あわせてイスラエルと日

本についても、更に深い相互理解に努め、例えば対防ミサイルシステム分野での情報交換などを

進められればと思います。（北朝鮮‐日本の関係をヒントに、イラン‐イスラエル関係改善になるヒ

ントをつかみたいです） 

 

◆ 米国 社会人 

 今回、二都市を訪問できた経験は私にとって非常に大きかったです。一つはもちろん東京、そし

て大田原市でした。東京は近代的な高層ビルに埋め尽くされ、一方、大田原市は広い空間でゆっ

たりとした生活であり、自分自身もとてもリラックスできたと思います。 

 

◆ 米国 社会人 

 日本は西洋的要素と伝統的な日本文化が共存する、とてもユニークな国だと感じました。また

日本人はアメリカへの理解、認識を有し、今後ますます両国が理解と親交を深めるべきであると、

改めて感じました。 

 

７．報告会での報告内容(帰国後の発信計画)/参加者のプログラム中の発信内容 

 

Our Action Plan 

• Social Media postings 

• Sharing our experiences with 

friends and family 

• B’nai B’rith and Alpha 

Epsilon Pi Publications 

 

アクションプラン アクションプラン 
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Twitter発信 Twitter発信 

  

Facebook発信 Facebook発信 

 


